
地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター（以下「都産技研」）
多摩テクノプラザでは、EMCサイト・10ｍ法電波暗室に関して、平成
22年６月８日、一般財団法人VCCI協会よりVCCI登録サイトとして認定
を受けました。登録設備は、電界強度測定設備、1GHz超電界強度測定設
備、電源ポート伝導妨害波測定設備および通信ポート伝導妨害波測定設備
です。これにより、国際規格に準拠したVCCIマークの取得に必要な成績
証明書を発行いたします。
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近年の電子機器の高速化に伴い、2010年10月より１GHzから６GHzの周波数帯の

許容値が規格化されます（現在の測定範囲は30ＭHzから１GHz）。

都産技研の多摩テクノプラザに新設した10ｍ法電波暗室は、VCCI協会の認定を受け

VCCIの規格に則った測定と成績証明書の発行が可能となりました。2010年10月から

規制が施行される１GHz超の許容値の試験も可能です。

都産技研は、情報処理装置、電気通信機器および電子事務用機器など、電子機器自身

が放射する電磁波を許容値以下に抑えられるよう

EMC対策のご相談に応じます。

ＶＣＣＩ規格は日本のＶＣＣＩ協会が定めた

パソコンやその周辺機器など情報処理装

置から放出され、他の電子機器に悪影響

を及ぼす電磁波ノイズに関する規格を定めた自主規制の規格

です。国際規格のCISPR22等に準拠しています。

ＶＣＣＩ規格とＶＣＣＩマーク

国産品、輸入品に限らず、国内で販売される情報処理機器

等はVCCIの規定を満たしていればVCCIマークを付けること

ができます。 ただし、VCCIマーク取得のためにはVCCI協会

の会員になる必要があります。

VCCI規格を満たした製品を使用することで電子機器同士の

電波障害を避けることができます。

VCCI登録証

VCCIマーク


